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（
悩
徳

0
昭
和
二
十
九
年
九
月
二
十
一
日
、
本
會
古
務
所
を
大
阪
市
東
祗
北
濱
三
丁

目
一
二
十
循
地
に
移
轄
、
同
時
に
寡
務
辿
絡
所
を
翌
中
市
柴
原
大
阪
大
學
文
摩

部
内
に
誼
げ
た
。

〇
十
月
二
十
五
日
よ
り
―
―
―
十
日
ま
で
（
二
十
六
日
を
除
く
）
五
日
間
、
本
會

及
阪
大
文
學
部
主
催
、
大
阪
市
大
文
學
部
、
朝
日
新
間
祉
後
援
で
、
阪
大
驚

唆
部
栴
二
講
堂
に
於
て
、
毎
日
午
後
六
時
よ
り
七
時
半
ま
で
、
第
八
回
懐
棒

堂
款
ぷ
9

諧
座
間
他
、
贖
請
者
延
五
百
人
。

演
題
と
講
師

囁：
芦ネ
果

報
報

京
大
紋
狡

阪
大
敦
狡

京
大
謡
師

吉
川
幸
次
郎
先
生

石
本
雅
男
先
生

隊
吉
慈
悔
先
生

ア
メ
リ
カ
の
東
洋
學

幻
燦

フ
ラ
ソ
ス
法
磨
界
と
日
本
史
廿

イ
ン
ド
の
見
閲
（
幻
怖
使
用
）

ー
ー
佛
趾
と
宗
敦
喋
情
ー
ー
・

幻虹

ト

ル

キ

ス

ク

ン

の

民

族

（

京

大

敦

綬

岩

村

忍

先

生

／
快
川

慶

陵

の

研

究

（

幻

炉

使

用

）

京

大

秩

怯

田

村

宜

造

先

生

〇
十
月
二
十
三
日
北
濱
適
恐
に
於
て
午
後
一
時
半
よ
り
記
念
祭
典
執
行
、
終

つ
て
大
阪
市
大
敦
授
橋
川
時
雄
先
生
の
「
中
井
股
軒
先
生
の
史
記
學
」
と
題

す
る
講
演
が
あ
っ
た
。

0
昭
和
三
十
年
五
月
二
十
三
日
よ
り
二
十
八
日
ま
で
、
本
會
及
阪
大
文
學
部

主
佃
、
大
阪
市
大
文
學
部
、
朝
日
新
間
祉
の
後
援
で
、
阪
大
腎
摩
部
第
二
諮

堂
に
於
て
楔
棒
堂
春
季
講
座
開
講
、
聴
講
者
延
五
百
人
。

演
題
と
講
師

――― 元

追

山

の

史

王

維

の

齊
民
嬰
術
と
中
訟
の

源

氏

物

中

囚

の

癖

書

木
村
英
一
先
生

鈴
木
虎
雄
先
生

橋

本

徊

先

生

天
野
元
之
助
先
生

島
田
退
蔵
先
生

石
団
純
太
郎
先
生

（
恨
線
堂
堂
友
會
）

0
昭
和
二
十
九
年
十
月
五
日
「
恢
餡
」
第
二
十
五
戟
猿
行
。

0
昭
和
三
十
年
一
月
一
日
會
則
改
正
、
（
別
項
掲
戟
）
本
年
よ
り
憫
柏
堂
か

ら
補
助
を
得
て
見
摩
會
な
ど
を
仮
活
ず
る
こ
と
と
し
た
。

0
六
月
五
円
見
學
會
復
活
第
一
回
と
し
て
、
澤
濶
久
孝
先
生
の
指
繕
で
飛

烏
の
葛
薬
追
貼
を
見
學
参
加
者
五
十
名
。

R
萬
薬
逍
跡
見
學
来
る
十
一
月
十
三
日
（
日
曜
）
葛
葉
學
會
に
合
流
し
て

二
上
山
に
登
り
常
麻
に
下
る
。

指
媒
澤
渇
久
孝
先
生

参
加
希
望
者
は
、
翌
中
市
柴
原
阪
大
文
學
部
内
懐
徳
堂
堂
友
宮
宛
申
込
ん

で
置
い
て
下
さ
い
。
詳
細
は
後
日
通
知
し
ま
す
。

類語 話詩殿

同脳京

大大

敦叙

狡鯰

八
〇



似
徳
魯
4

記
念
祭
典
と
記
念
謡
派
會

j¥ 

懐
穏
堂
記
念
祭
典
と
記
念
識
演
會

昭
和
二
十
九
年
の
記
念
祭
典
は

上
の
祭
典
、
諧
演
會
は
、
こ

れ
が

ら
．
r，ギ．
ヽ
．．
 

，
 

、
十
月
二
十
三
日
北
濱―――

初
め
て
で

、
葛

は

常

日

、y
、、

.

楊 式 典 又々,.9ミ
丁
目
の
適
塾
に
於
て
執
行
、
終
つ
て

の
模
様
で
あ
る
。

記
念
講
演
會
を
開
い
た
が
、

（上 悽塾適） 掘合訳謡
挫
の



0
木
村
先
生
の
「
周
易
」
、
重
澤
先
生
の
「
春
秋
し
、
鈴
木
先
生
の
「
元
逍
山

の
史
詩
」
の
三
揺
は
、
袢
て
我
が
占
典
詞
胆
を
飾
っ
た
御
訴
訳
の
要
旨
で
あ

る
。
認
詣
者
に
は
今
な
ぽ
記
磁
に
新
た
な
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
。

0
今
同
は
閾
西
大
學
の
贔
椅
先
生
が
、
特
に
本
誌
の
総
め
に
民
俗
學
上
の
御

韻
菩
の
一
端
を
御
掘
し
下
さ
つ
て
、
「
猿
の
生
肝
」
の
一
錦
を
い
た
ゞ
く
こ

と
が
出
末
た
。

0
阪
大
闊
文
學
研
究
室
に
居
ら
れ
る
八
木
氏
は
「
契
沖
」
に
つ
い
て
、
ま
た

棠
友
會
員
片
山
氏
は
「
王
仁
塚
」
に
つ
い
て
、
い
づ
れ
も
平
常
の
御
研
究
に

某
く
興
味
深
い
讀
在
物
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
。
こ

A

に
御
執
筆
下
さ
っ
た

先
生
方
に
四
し
て
厚
く
御
設
巾
し
上
げ
る
。

0
堂
友
府
の
再
建
が
漸
く
池
ん
で
末
た
の
で
、
こ

A

で
ひ
と
ま
づ
名
縮
と
布

則
と
を
附
け
た
。

0
吾
が
堂
友
愈
の
槻
脳
誌
「
悩
徳
」
は
、
全
部
慎
徳
堂
か
ら
の
袖
助
に
依
つ

て
褒
行
し
て
を
る
の
で
あ
る
が
、
夏
に
本
年
よ
り
見
學
賃
茶
誓
IS

な
ど
を

佃
す
牧
用
を
柿
助
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
た
、
冗
ね
煎
ね
の
御
肛
謡
屈

湖
に
堪
ぇ
ぬ
、
肛
く
御
絞

rli上
げ
る
。

裟

編

輯

後

記

証：

五．四 三頁

行.‘、-J
 

九
1
0
 

――
 

六＼
 

-
J
 

-
0
 

コ
ッ
ホ

V
i
r
c
h
o
w
 

米
椋

米
柿

米
糠 正

コ
ッ
ホ

K
o
c
h
 

訂

正

第
二
十
五
独

明
治
詈
學
の

誤
ニ
ー
ル
リ
ヒ

E
h
r
l
i
c
h
 

ェー
JV

リ
ヒ

V
i
r
c
c
h
o
w
 

米
糖

米
糖

米
糖

閲

が、




